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Philipsでは、その視点でデザインされた AI開発プラットフォーム IntelliSpace Discovery(ISD)を提供している。 
本稿では、Philipsの AIストラテジーの中心となる ISDプラットフォームと、実際に ISD環境で開発された、腫瘍セグ
メンテーションモデルを紹介する。 
 




































図 3：ISD プラットフォームを用いたデータ処理パイプライン 
教師データの T1w、T2w、Flair、CE-T1w に対する前処理から DLまでのパイプラインを示している。ISDで信号の均一化補正（Bias Field 
Correction）、CE-T1w をリファレンスとした各コントラスト画像の位置や形状補正(Registration)、脳実質のマスキング（Brain Mask）を施
したデータを、ML サーバーの AI モデルアーキテクチャで取り込み、信号の正規化（Signal Normalization）を行った後に DL を実施して







よび幅を持たせた撮影条件(プロトコル)で撮像された 64例のデータで DLモデルの開発を行った。 
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